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素人天文ファンの報告

太陽深　阿．．部．．正明

　科學雑誌を譲んでみる内1こ，天文に興味を持＋・出した．私は霞の務めと夜學

があろ關係．E，自由の時論と云へば夜9時過と朝出勤する迄の少しばかりの時

闇となので，自然，墨に親しむ機會が多かった．それが私をして特に天文に魅

力を持たせた所以だらう．あの清浮な星の瞬きが，たをらなく好きだ．じっと

見つめてみると星座艸話の事から，子供の時聞かされた御伽の國を患ひ出し，

果ては遠い彼方の世界を彷ふて見たくなる．その内乱然の結果として望遠鏡が

どうしても欲しくなった．型録や廣告にliを通して見ると，とても高くて手に

負へない．安い物も無いではないが怪しげで信用し貌れる．そこで色々考へた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ心逸，自作する事に決し，毎月の給料を少しづ㌧蓄めて，やっとレンズを買ぴ

入れた．

　ロ縄32顕色請し，露霜800粍アイピ1スはうムスデン式で焦黙18粍・これ

はレンズが2枚離れて組合はせてあるので，どうやって焦黙距離を測るのか解

らなかったが，木帝位の「望遠鏡の作り方」の本に出てたのでそれでやったら

すぐ解った．倍…率は云ふまでもなく約45倍．型録には50倍とあった・あまり

信用出來ない．殊に安物程ひどし・．何時か東京上野の科學博物衛ゆ天煉で見

た60倍の火星而と，私の票遠鏡で見た45倍の火星面を比べた時その違ひの甚

だしいのに驚いた．出血は遊星面の観測に於て特に目立つものだと思った・

　・鏡筒は厚いボ1ノし紙を‘7重にしてまるめ・セメンダインでかため，上からエ

ナメルを塗った．輕くて丈夫で肌ざはりが好い．後で上からパラフ．イン紙で覆

って氣品を添へた初めの内は手に持って見てみたが，とても不便なので二二脚

の製作にかKつた．三脚ぱ3度作りなほした．最初に作ったのは脚が細くて短

かく，やっと鏡筒を支へ得る程度で實用にならす失敗．2度日は竹で作った。

是はしっかりして良かったので暫らく之で観測をやってみたが，架豪と結合す

る所を蝶番：でやったので使ってみる内に，ぐらぐら動いて不便極りない．叉々

考へなほして今度は架藁をもつと頭丈にしょうと計書を立てた．さて實行とな

ると，中々面倒なのでたうたう諦め，之は買った方が得だと悟って，間もなく
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@　　鰍フ”の轍　　勤
そit・e手ec入れた・三脚は3噸の製作tcAつた・顯観たり・融を翫

だり響町棚る摘物欄べたりして・大部その儲難きさ等嘲系擁

って來たので・愈・締臥つた・郷あった厚さ1紐2霰さ60椥・晒）

罐瀧醐って四四二段階式で長さを舳嘆化出侮る撫撒して
作った．材料が樫で然も厚かっただけに非常に頑丈で結果は思ったよ的隻ヵ、つ

た・帥すると種咽難二四會ふ肺ど，色kX夫籔らしてそのlklX・t

克服して行くi1：r　tc　一一つ凹しみがあるものだ認った・そしてそれがS’dJrkLしtc

時は，初めから完成品を手に入れたより遙かに嬉しいと云ふ事は紬ぺてのアヤ

チユアの知ってみる事だ．

それを組立て・以干隈麟の硯聖fに映し出されたW・tcなる星OVt界v・知

さには思は轍髄漏らすばかりだった時々本で讃んだ方法で思した。ヶ

ッチもやって見たが・共の頃はまだサングラスを持ってるゆつ鳩太陽

翻には£kO興味を撒なかった・しかし却易翻畷影灘ある事を筋た

臨髄試みたところが見えた見えた・「kかにあった・初めはアイ…に

ついた塵かと思ったが・像と一細・動くので繍だと即いた・そレ・2，31ヨ

の駐な瀦鋤きe”・ケツチしてその攣化を比べ罪しんでみたそれカ・段

・本格的になって酬方灘翌々と改良を加へた澗もなく當敢嚇・入

り・鄭騨螂鳳部してから・何力・と構顔いた礁で野分1人・・やる

のとは大縄歩の泌があっ7・・少しくだくだしくな謙ひがあって誠・踊

の至りですが，私の観測法について少し具禮的に述べさして頂かう．

私の部屋騨な二巴も下町齢た束餉きの2階の3欄で・後は隣

の・部下との間の唐紙右側が壁・左側も障子のうしろの階段を隔て、壁になっ

てみる・そして窓を明けて外へlltdLぱ物干盛である・然も南西から東南方にカ、

けて・近所の家は皆2階無しのZlこ平なので，塞を仰ぐのに全開向きに腺て

るる・さて次に灘酬鱒1鵬大抵潮四壁の30ク｝間暇らオ・て妬之

より遅いと務めの方が遅刻するし・早くやらうと思っても日が射さぬ・ところ

力疵の酬になると鄭ζ齢ら欄一ぽい剛し込んで來るので誠に蝋舳

ある・そこで槻測の際は此の童E面の雨戸を，15糎ばかり閲を冷して閉口，後の

唐紙も閉めてしまふと立涯な臼ムが出來る・更に封物vンズに受ける光以クト
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の光は用意の黒紙を鋲で貼ってすっかり遮光する．これで鏡筒附近以外の直射

光は無くなる．丁寧にやる時は鏡筒を野分だけ雨戸の外に出し，そのまはりを：

完全に遮光する．かうすると中は懐中電燈を灯ける稚暗い．そして更に叉アイ

ビ1’7xの所に直径32糎ばかりの丸いボ1ル紙に墨を塗って作った鍔を嵌め込

む．かうしてアイビ1スの後側だけを特に暗くして，此塵に滑らかな板を光線

に直角になる様に，そしてしっかり動かぬ様に据え付けて像を受ける．その像

が　t”｝”ンと眞中に廻る様鏡筒を静かに動かす．さうすると，まばゆい位見事な

太陽の丸い陳がハツキリと映る．之を豫め紙に印刷して趾いた圓とビックリ合

ふ様に受けて（其の訪に，像4）大さが此の圓と同じ大さになる所にて脚の位置

を加減して置く）像が日周運動の爲動くにつれて圓から外れない様に，紙を板

の上をそろそろ滑らせながら黒黙のけ置を正確に素早く記入する．・さうしてる

る内にも像はどんどん移動して影に入って移るから，鏡筒をそっとまはして，

又像をもとの位置に戻す．今度は一つ一つの黒黒占を精しく見るのだが，先つ目

的の黒黙を眞中にもつて來て白紙を板の上で細かく左右に揺り動かす・さうす

ると實に素晴らしく細かい所迄明瞭に見える．擾りが暗ければ暗い程良く見え

る．映書を見る場合と同様である．此の方法で一・一一つ一つ精しく見ながらスケッ

チして行く．毛際これで見ると牛影や白斑は勿論の事，シ1イングの良いrlに

は中央部の米粒子迄見えて，太陽面がざらざらざらする位良く見える・昨年サ

ングラスを買って（ガラスだけ買って取付け部分はボPし紙で自作）を用ひて

どちらが良く見えるか比べたが，サングラスでは小黒鮎…つ見付ける事さへ容

易でなかった．だからサングラスは殆んど使用してみない．投影法では像を直

接，スケッチする紙に印刷された圓の上に受けるから黒鮎の位置，大さが正確

に記入出還る．叉直魔法は片方の眼で仰ぐ檬にして見るから疲れ易い・芳しサ

ングラスが割れたらそれこそ一大事である．然るに投影法では見Tす敏な樂な．

i姿勢で，しかも爾眼で見る事が出釣る．一般に投影法は直覗法IC劣ると云はれ

てるるが，恐らくそれは，まはりが明るいのと，紙をゆり動さないからであら

う．殊にまはりの明るさが相當影響する．少くとも鏡筒附近10糎以外は直射光

は勿論，闇接の光も遮ぎる事が望ましV・．屋外で投影法をやるなら，例へ遮光

板をあてsも到底直覗法程には見えぬ．だから投影法の訣顯は観測準備に手品
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が遡る事だ・が暗し私の船齢1で場所が離れてみるなら5』分間で秘

に輔麟る・糊さへ船なら投影法iXL9，「A法よりたし旅勝ってるる．少

く島私の轍ではさうだった・投影するf象の大さは・投影板とアイ・・。の

距離を離せesr・Viくらで駄きくはなるが，脚弓1き伸す鋤きが激しV・．先づ

像の酪15露なら黙躍記入にもk田部観血も丁脚ところだら・・．　T，：t

・ヶ・チ・総画を求める鳳こ諏の話し妨向を決め面影に月日，時

間…イ・グ漏及び齪・天候鵠轍こついても後刻鰺渤爲に言己べ

して置く．

自分は一翻の爲妖娩研究してみるのカ｝！天姐請払の役tc立つV）te

らうかと一口継った事がある・然しよく考へ硯ると救と云ふものに心力、ら

の興味を以て・e分の手で大自然の癌化を究め・その中から何物を力闘さう

畿ゆまぬ努力を漁るところi’c・口では云ひ得礫しさと稽を感勉そ

して之は繕に科學腰するもOsみが矢口るところではなからうか・「鰍iよ

醗蝋で齢嬉びもあらうカ§漁量の悲しみも多い・何故力・そ躍・は俗人

情・琳の罫を脚得ないからだ・古謡洋の言撒ま人聯根本だカ・ら止ヒ・尭

を徽する墨画らぬ・嬉し画こ東洋の詩歌はそこを面したの7b・・ある．　’1，

維や醐の堺の如きがそれである・自然の景物こ接する時は一鯛・鞭を解

脱する事が出來る融然の加惣・於て鋤鍬の備磯曲噛臥して，

醇乎として酷なる詩境厭らし泌ものは泊鞭ある」之は繍の「蟹」

にあっ煉だが・私は継れだ認った・敢の漱なのは實に雌だ吠文ぽ

偉大なる科學の聰てy“あると共に・叉最も偉大な大自然の藝術なのだ科堕よ

藝徹は撚融と云ふカミ・伽アマチユ心心は科鞘であると瓶・il

沁沁す罎儲たり得るので墨まなからうか・私の齢ま雌に至ってはじ

めて天文鱒さを感じ得た・アマY＝＝Lア幽幽としての輔さを知る鞠干

た．

　　　　　　　　　★　　　　　　　　★　　　　　　　　教

米國・・…州はワラ・ワラ市のf繍・造られた便利な購計がある

地面に白ペンキで塗られた時計盤の中央に立つと，爲眞のやうに自分の影

で直ぐ時間が分らうといふ仕掛け，一寸思ひ付きである，（表紙読明）


